
プロフェッショナルのための技術セミナー 

設備の長寿命化とすき間部品 

～ 集合住宅設備改修の潮流を探る ～        ＣＰＤ  ２．５単位 

２０１９年３月１３日（水）１８：００～ 建築家会館１階 大ホール 
住宅設備の劣化診断や耐久性向上に関する分野の第一人者、安孫子先生にご登壇いただきます。 

本格的なリフォーム時代になり、経年建物の設備の長寿命化は益々深刻な技術課題となっています

が、長寿命化に係る取り組みは実は半世紀ほど前から行われています。今回、集合住宅の設備に焦点

をあてた取り組みの潮流を語りながら、長寿命化のための考え方、それに誘発された「すき間部品」の開

発と変遷を語っていただきます。マンション設備の改修計画に際し、大いに参考になることと思います。 

■プログラム 

Ⅰ．建築との係わりに見る設備の耐久性向上概史 

①中間規模社会の持つ問題点 

②長寿命化のための設備計画区分の考え方 

③長期優良住宅における長寿命化施策の変遷 

Ⅱ．設備の長寿命化のためのすき間部品の開発 

①ＵＲ－ＫＳＩにおける排水ヘッダーの開発 

②単管式排水システムの開発と実験タワー 

③SI 型ハト小屋ユニットの開発 

④次世代型排水システム開発の現状 

■講 師 

安孫子 義彦氏（株式会社ジエス 代表取締役） 

1968 年東京大学工学部建築学科卒業。工学修士。 

日本地域冷暖房協会や建築設備診断機構、団地再生 

支援協会などの設立に関与。集合集宅等の建築設備 

システムや改修に関する著書多数。 

■お申し込み 

日 時：２０１９年３月１３日（水） １８：００ｐｍ〜１９：３０ｐｍ 

会 場：建築家会館１階大ホール （東京都渋谷区神宮前２‐３‐１８） 東京メトロ銀座線「外苑前」駅下車 徒歩５分 

定 員：１００名（先着順受付）  受講料：１，０００円（学生：無料） 

主 催：（公社）日本建築家協会 関東甲信越支部 メンテナンス部会 

申込み：下記の参加申込書にご記入のうえ、３月１２日(火)までに日本建築家協会までお申し込みください。 

日本建築家協会関東甲信越支部（担当菊地）メール：rkikuchi@jia.or.jp  FAX03-3408-8294 

〒１５０‐０００１ 東京都渋谷区神宮前２‐３‐１８ ＪＩＡ館 ＴＥＬ：０３‐３４０８‐８２９１ 

氏 名                               他    名 

勤務先                    Tel                   Fax 

所 属  □ＪＩＡ会員 □一般 □学生 □メーカー・工事会社 □その他 

JIA 会員番号 № CPD の必要な方は一級建築士番号 No. 

日本建築家協会 関東甲信越支部 東京都渋谷区神宮前 2-3-18 JIA 館 FAX：03-3408-8294 

  

 

 

①維持管理対策等
級（専用配管）

②維持管理対策等
級（共用配管）

③更新対策等級
（共用排水管）

①維持管理対策
等級３

②ガス配管は除く

③但し書きの追加

①インスペクション
の実施

②工事後に一定の
水準（Ｓ・Ａ準）

③リフォームの履歴
④維持保全計画

①品確法

2000（平成12）年4月1日施行

②長期優良住宅認定基準 ③長期優良化住宅リフォーム評価基準

2009（平成21）年6月4日施行 2013(平成25)年12月24日閣議決定

既設住宅


